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製薬産業の使命

 医薬品は時代とともに進化しており、今では人間が本来持つ免疫力

を利用した抗体医薬や特定の細胞にのみ作用する分子標的薬のほ

か、個別化医療、遺伝子治療といった新たな領域にシフトしてきていま

す。また、科学の発展に伴いこれまで以上に高い有効性と多角的見

地からの安全性が求められるなど、長い年月と多額の費用を要する

医薬品の研究開発はいっそうチャレンジングなものとなっています。こ

うした中で、iPS細胞の活用に向けた研究成果なども含め、日本の優

れた基礎研究力を革新的な医薬品の創出へと確実につなげ、国民は

もとより世界の人々の健康と医療の向上に貢献していくことが、私たち

製薬産業に課せられた使命です。 
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日本製薬工業協会（製薬協） 
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 製薬協は、病院、診療所などの医療機関で使われる医療用医薬品の研究・開発を通じて世界の人々の健康

と福祉の向上に貢献することをめざす、 研究開発志向型の製薬会社が加盟する団体で、1968年に設立されま

した。 

 製薬協は、「患者参加型の医療の実現」に向けて、医薬品に対する理解を深めていただくための活動、なら

びに製薬産業の健全な発展のための政策提言などをおこなっています。 

 製薬協は、国際製薬団体連合会(IFPMA)の加盟団体として世界の医療・医薬に関わる諸問題に対応し、各

団体と連携を図りながら、グローバルな活動を展開しています。

新薬の開発を通じて社会への貢献をめざす 日本製薬工業協会
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